
い　
う　
ご　
相　
談　
を　
お　
受　
け　
し　
ま　

し　
た　
。　
ま　
た　「　
沿　
線　
住　
民　
は　
苦　

労　
し　
て　
い　
る　
。　
や　
る　
や　
ら　
な　
い　

の　
結　
論　
を　
早　
く　
出　
し　
て　
ほ　
し　

い　
」　
と　
い　
っ　
た　
ご　
意　
見　
も　
い　
た　

だ
き
ま　
し
た　
。　

(4)No.9 東京外かく環状道路広報紙

国
と
都
か
ら
必
要
性
の
有
無

効
果
と

影
響

な
ど
に　
つ
い
て
資
料
を
提
出

Ｐ　
Ｉ
外
環
沿
線
協
議
会
、　
計　
11
回
開
催

第 1 1 回 P I 外環沿線協議会

東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　
（　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　
高　
速　
間　
）　の　

計　
画　
に　
つ　
い　
て　
、　
計　
画　
沿　
線　
7

区　
市　
の　
関　
係　
者　
と　
7

区　
市　
、　

国　
土　
交　
通　
省　
、　
東　
京　
都　
の　
担　
当　
者　
の　
29
名　
で　
構　
成　
さ　
れ　
る　

「　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
」　（　
略　
称　
・　
沿　
線　
協　
議　
会　
）　は　
、　
平　

成　
14
年　
6

月　
に　
発　
足　
以　
来　
12
月　
ま　
で　
に　
11
回　
の　
会　
合　
を　
重　

ね　
て
き
ま
し
た
。　

相談所の様子（石神井公園区民交流センター）

日　程　　　　　

10月18日（金）19日（土）

25日（金）26日（土）

11月 1日（金） 2日

（土）

8日（金）9日（土）

8日（金）9日（土）

15日（金）16日（土）

15日（金）16日（土）

会　場

練馬区・石神井公園区民交流センター

調布市・文化会館たづくり

世田谷区・砧区民会館

狛江市・狛江市役所小田急線高架下分室

三鷹市・井の頭コミュニティセンター

杉並区・区立勤労福祉会館

武蔵野市・吉祥寺南町コミュニティセンター

練馬区・上石神井区民館

来場者数　　

127名

72名

59名

21名

37名

49名

28名

73名

国　
土　
交　
通　
省　
と　
東　
京　
都　
は　
、　

東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　（　
関　
越　

道　
〜　
東　
名　
高　
速　
間　
）　に　
関　
し　
て　

情　
報　
提　
供　
し　
、　
皆　
さ　
ん　
か　
ら　
の　

ご　
意　
見　
・　
ご　
相　
談　
を　
お　
受　
け　
す　

る　
目　
的　
で　
相　
談　
所　
を　
開　
催　
し　

ま　
し
た　
。　

相　
談　
所　
で　
は　
、　
外　
環　
に　
関　

す　
る　
パ　
ネ　
ル　
や　
資　
料　
を　
用　
意　

し　
、　
国　
土　
交　
通　
省　
と　
東　
京　
都　

の　
担　
当　
者　
が　
相　
談　
コ　
ー　
ナ　
ー　

で　
個　
別　
の　
ご　
相　
談　
を　
お　
受　
け　

し
ま
し
た
。　

ご　
相　
談　
と　
し　
て　
は　
、　「　
我　
が　

家　
は　
計　
画　
線　
に　
入　
る　
の　
か　
」　

「　
だ　
い　
た　
い　
何　
年　
ぐ　
ら　
い　
か　
か　

る　
の　
か　
」　「　
建　
て　
替　
え　
を　
考　
え　

て　
い　
る　
が　
ど　
う　
し　
た　
ら　
よ　
い　

か　
」　「　
シ　
ー　
ル　
ド　
に　
な　
っ　
た　
場　
合　

の　
補　
償　
は　
ど　
う　
な　
る　
の　
か　
」　
と　

東
京
外
か
く
環
状
道
路　
「
相
談
所
」　
を
開
催

8
会
場
に
4
6
6
名
が
来
場

1～2月の開催日程

▼第12回 1 月21日（火）

▼第13回 2 月 4 日（火）

▼第14回 2 月20日（木）

沿　
線　
協　
議　
会　
で　
は　
こ　
れ　
ま　

で　
、　
首　
都　
圏　
の　
交　
通　
の　
現　
状　
と　

課　
題　
、　
Ｐ　
Ｉ　
の　
進　
め　
方　
、　
協　
議　

会　
の　
進　
め　
方　
、　
必　
要　
性　
の　
有　
無　

（　
効　
果　
と　
影　
響　
）　、　
昭　
和　
4  1  
年　
都　

市　
計　
画　
決　
定　
時　
な　
ど　
に　
関　
す　
る　

資　
料　
が　
協　
議　
員　
か　
ら　
提　
出　
さ　

れ　
、　
資　
料　
の　
内　
容　
な　
ど　
に　
つ　
い　

て　
議　
論　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

こ
れ
ま
で
の
主
な
意
見

原
点　
（
昭
和
41
年
都
市
計

画
決
定
時
）　に　
つ　
い　
て
は
、　
議

論
に
必
要
な
デ　
ー　
タ　
や
資
料

を
提
出
し
、　
話
し
合
う
こ　
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。　

首
都
圏
の
交
通
の
現
状
と

課
題
に　
つ　
い　
て
は
、　
協
議
員

か　
ら　
「
N  
O  
2  
の
測
定
局
の

所
在
地
を
詳
し
く
知
り
た　

い
」　
と　
い　
っ　
た
要
望
や
、　「
通

過
交
通
の
デ　
ー　
タ　
に　
つ　
い　
て

は
、　
今
回
示
さ
れ
て　
い　
る
数

値
と
東
京
都
で
ま
と
め　
て
あ

る
既
出
の
数
値
が
違
う
の　
で

は
な　
い　
か
」　
な
ど
と　
い　
っ　
た
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。　

Ｐ　
Ｉ　
の　
進　
め　
方　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　「　
整　
備　
し　
た　
場　
合　
の　
影　
響　

沿
線
協
議
会
の
経
緯

ば　
か　
り　
で　
な　
く　
、　
整　
備　
し　
な　

か　
っ　
た　
場　
合　
の　
影　
響　
に　
つ　
い　
て　

も　
議　
論　
す　
べ　
き　
」　
な　
ど　
と　
い　
っ　

た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

必
要
性
の
有
無　
（
効
果
と

影
響
）　
に　
つ　
い　
て
は
、　「
関
越

道
〜
東
名
高
速
間
の
外
環
道

は
中
央
道
と
だ
け
連
絡
し　

て
、　
途
中
の　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　

ジ　
は　
つ　
く
ら
ず
、　
大
深
度
ト　

ン
ネ　
ル　
１
本　
つ　
く
れ
ば
よ　

い
」　
と　
い　
っ　
た
意
見
や
、　「
新

た　
に
道
路
を
整
備
す
る　
こ　
と

や　
ロ　
ー　
ド
プ　
ラ
イ
シ　
ン　
グ
と　

い　
う
こ　
と
で
な
く
、　
別
の
方

こ　
の
沿
線
協
議
会
は
、　
平

成
13
年
8

月
6

日
の
第
4

回　

「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に

関
す
る
地
元
団
体
と　
の
話
し

合　
い
」　
の
席
で
国
土
交
通
省

と
東
京
都
が
、　
Ｐ　
Ｉ
外
環
協

議
会　
（
仮
称
）　
設
立
に
向
け
た

準
備
会
を
提
案
し
ま
し
た
。　

こ　
れ　
を　
受　
け　
て　
始　
め　
た　
地　

元　
団　
体　
代　
表　
と　
国　
土　
交　
通　

省　
、　
東　
京　
都　
で　
構　
成　
さ　
れ　
る　

「　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
協　
議　
会　
（　
仮　
称　
）　

準　
備　
会　
」　
で　
基　
本　
認　
識　
や　
協　

議　
会　
の　
目　
的　
、　
位　
置　
づ　
け　
、　
話　

し　
合　
う　
内　
容　
、　
構　
成　
な　
ど　
に　

つ　
い　
て　
確　
認　
し　
、　
7
区　
市　
と　
国　

土　
交　
通　
省　
・　
東　
京　
都　
か　
ら　
推　

薦　
さ　
れ　
た　
18
名　
の　
関　
係　
者　

と　
、　
7

区　
市　
、　
国　
土　
交　
通　
省　
、　

東　
京　
都　
の　
担　
当　
者　
11
名　
、　
合　

計　
29
名　
で　
構　
成　
さ　
れ　
る　
Ｐ　
Ｉ　

外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
が　
発　
足　
し　

て　
い
ま
す　
。　

法
を
考
え
る　
べ　
き
。　
道
路
を

整
備
し　
て
も
、　
誘
発
交
通
が

発
生
し　
て
、　
渋
滞
は
解
消
で

き
な　
い
」　
と　
い　
っ　
た
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。　

東京環状道路有識者委員会最終提言の参考資料

※インターチェンジまでのアクセス時間圏域の計算
① 主要地方道以上を対象に道路交通センサス（H 1 1）の旅行速度（ピーク時）を用い、一般県道

以下主な路線については、旅行速度を1 6 k m /hと設定し、5分、1 0分、2 0分毎の範囲を計算
したものです。

② 時間圏域は、①の結果からプロットされたポイントを単純に結び、示した概ねの範囲です。
③ 外環供用による一般道の速度変化は考慮していません。

＜現　況＞

＜インターチェンジがある場合＞

＜インターチェンジがない場合＞

インターチェンジの有無による違い (その 3)
インターチェンジまでのアクセス時間圏域

移転の影響

インターチェンジの有無による違い (その 2)

注１）地下構造の場合の建物数は、都市計画図を用いて、地下構造を想定した区市別の概ねの数であり、具体の調査・
設計等により変動する概数です。

注２）〈 〉内は、開削ボックスと考えられる区間のうち、完成後も地上の利用が困難と考えられる区間の建物数で、連絡
路が地表に出る位置からと仮定。

注３）開削ボックスと考えられる区間には、工事後埋戻しをして地上を住宅や公園等に利用可能と考えられる区間と、地
上部が連絡路等となり完成後も利用が困難と考えられる区間が考えられます。

注１）建物数は、都市計画図を用いて、地下構造を想定した場合の概ねの数であり、具体の調査・設計等により変動す
る概数です。

〈参考資料４〉 〈参考資料４〉

〈参考資料５〉


